
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日
㈬
、
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
雲
一
つ
な
い

透
き
と
お
る
よ
う
な
青
空
、
気
温
二
十
五
・
九
度
の
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ

の
も
と
全
校
生
徒
九
百
三
十
八
人
と
教
職
員
が
見
守
る
中
、
紅
白
の
幕
が

張
ら
れ
た
体
育
館
で﹁
秋
田
県
立
秋
田
中
学
校
・
昭
和
二
十
一
年
三
月
修
了

生
の
卒
業
式
を
挙
行
致
し
ま
す
。﹂
の
開
式
の
辞
で
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

高
橋
貢
校
長
か
ら
壇
上
で
、
わ
れ
わ
れ
十
一
人
一
人
一
人
に
六
十
五
年

待
っ
た
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
校
長
は
﹁
困
難
な
時
代
に

希
望
を
失
わ
ず
生
き
た
先
輩
の
姿
に
接
す
る
こ
と
は
、
今
の
生
徒
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
生
徒
た
ち
に
は
、
生
き
る
意
味
を
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
﹂
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
卒
業
生
を
代
表
し
﹁
卒

業
証
書
授
与
式
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
感
無
量
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
喜
び
も
一
入
で
あ
り
ま
す
。
戦
時
中
の
苦
難
の
中
学
生
活
で
も
、
友

情
の
絆
を
育
み
、
巣
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
八
十
代
に
な
っ
た
元
生
徒
が
深
い
喜
び
を
か
み
し
め
た
一
駒
で
し
た
。

さ
て
、
思
い
お
こ
せ
ば
、
六
十
九
年
前
の
昭
和
十
七
年
四
月
六
日
に
入

学
を
許
可
さ
れ
た
二
百
八
十
二
名
は
、
大
東
亜
戦
争
の
敗
戦
に
よ
り
昭
和

二
十
一
年
三
月
と
昭
和
二
十
二
年
三
月
と
に
別
れ
て
卒
業
し
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
昭
和
二
十
一
年
三
月
学
窓
を
巣
立
っ
た
百
二
十
三
名
は
、
正
式
な

卒
業
式
を
挙
げ
ら
れ
ず
、
卒
業
証
書
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

旧
制
秋
田
県
立
秋
田
中
学
校
の
全
課
程
修
了
の
私
達
の
在
学
四

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
入
学
早
々
の
昭
和
十
七

年
七
月
、
五
城
目
町
ま
で
の

一
泊
の
鍛
錬
行
軍
旅
行
、
二

年
次
で
は
北
秋
田
郡
下
川
沿

村
︵
現
在
の
合
併
後
の
大
館

市
の
一
区
域
︶
の
農
家
の
田

植
作
業
の
手
伝
い
、
秋
田
市

追
分
で
の
軍
用
機
の
燃
料
と

な
る
松
根
油
の
採
取
作
業
、

仙
北
郡
雲
沢
村
︵
現
在
仙
北
市
角
館
町
雲
然

�
�
�
�
�

︶
へ
桧
木
内
川
の
洪
水
に
よ

る
田
畑
に
流
入
し
た
岩
石
の
除
去
作
業
、
又
夏
休
二
週
間
返
上
し
て
秋
田

市
に
駐
屯
す
る
歩
兵
第
十
七
聯
隊
へ
納
入
す
る
山
菜
採
り
で
仙
北
郡
桧
木

内
村
︵
現
在
仙
北
市
西
木
町
桧
木
内
︶
の
上
桧
木
内
小
学
校
に
泊
ま
り
込

み
の
奉
仕
作
業
な
ど
、
そ
し
て
三
学
年
か
ら
は
、
秋
田
市
土
崎
の
鉄
道
省

新
潟
鉄
道
局
土
崎
工
機
部
︵
現
在
Ｊ
Ｒ
総
合
車
輌
セ
ン
タ
ー
︶
へ
勤
労
動

員
さ
れ
、
旧
制
中
学
校
の
教
育
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
止
の
状
態
で
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
り
大
東

亜
戦
争
が
敗
戦
、
勤
労
動
員
令
が
解
除
と
な
り
、
手
形
校
舎
で
授
業
が
再

開
さ
れ
た
も
の
の
、
一
ヵ
月
後
の
昭
和
二
十
年
九
月
十
九
日
に
米
軍
の
進

駐
に
よ
り
校
舎
は
接
収
さ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
寺
内
の
帝
国
石
油
株
式
会
社
の
鉱
手
養
成
所
︵
通
称
石
油

学
校
︶
を
借
用
し
、
仮
校
舎
と
し
て
授
業
を
続
け
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

石
油
︵
原
油
︶
増
産
に
よ
る
社
員
の
急
増
に
伴
い
、
技
術
養
成
・
社
内
訓

練
の
た
め
同
養
成
所
を
出
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
十

二
日
か
ら
、
一
年
生
は
市
内
の
中
通
小
学
校
・
二
年
生
は
築
山
小
学
校
・

三
年
生
は
牛
島
小
学
校
・
わ
れ
わ
れ
四
年
生
は
明
徳
小
学
校
と
分
散
授
業

と
な
り
、
明
徳
小
学
校
で
秋
田
中
学
校
の
四
年
修
了
又
は
四
年
卒
業
と
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
経
過
か
ら
み
れ
ば
、
四
年
間
の
中
学
校
生

活
は
勉
強
半
分
、
勤
労
奉
仕
勤
労
動
員
が
半
分
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

然
し
な
が
ら
、
六
十
九
年
前
の
昭
和
十
七
年
四
月
に
精
学
の
志
を
も
っ

て
秋
田
中
学
校
に
入
学
し
、
ほ
と
ん
ど
の
期
間
を
戦
時
中
に
過
ご
し
ま
し

た
が
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
も
、
四
年
間
、
教
職
員
の
厳
し
く
も
愛
情

あ
る
温
か
い
ご
薫
陶
を
い
た
だ
き
、
友
情
の
絆
を
育
み
巣
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
卒
業
証
書
授
与
式
の
夕
刻
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ａ
Ｂ
Ｓ
・
Ａ
Ｋ
Ｔ
・
Ａ
Ａ
Ｂ
の
各
社
が
Ｔ
Ｖ
放
映
。
翌
二
十
九

日
に
は
秋
田
魁
新
報
・
読
売
新
聞
・
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
が

大
き
く
掲
載
、
市
井
の
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
秋
田
高
校
の
高
橋
貢
校
長
の
ご
高

配
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
村
上
幸
義
事
務
長
を

は
じ
め
学
校
関
係
者
、
並
び
に
豊
口
祐
一
同
窓
会
会
長
と
寺
田

和
夫
事
務
局
長
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
の
卒
業
生
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
卒
業

式
の
所
感
と
六
十
有
余
年
前
の
追
憶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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